































































（） 。主人公は『捜索者』 （一九五六年） 、 『キング・オブ・キ




ick （（9 ） 。サイレント時代からアメリカで活躍し






















































uts 17 ） 。海兵隊は、アメリカが孤立主義的だった一九三〇年代に、軍内部と
議会の両方から存在を脅かされたが、それ 対し、海兵隊の特殊な技術がバランスの取れた国防に必要だということを映画の中でみせることで反論した （
A
lvarez （7 ） 。つまり、 海兵隊の映画製作協力は、
部隊の生き残りをかけて、戦闘 最初に戦う特殊な軍隊としてのイメージアップを狙ってのことだった（
Suid, G











































































ier ） 。つまり、 「協力」を決める
際には、 が念頭に置 れていた。ち みに、この作品は、ジョン・ウェインの出演を予定していたようだが、製作には至らなかったよう ある。　
このように、海兵隊と映画界の協力は海兵隊にとっては効果的な広報活動の遂行に、映画界にとっ



















カル・アドバイザーとして海兵隊を統括した。本作撮影にあたっては全面協力ということで、隊員やテクニカル・アドバイザー以外に、海 の基地（キャンプ・ハンセン）内の体育館、映画館、宿泊施設なども提供された。 体育館にはセットが組まれ、 映画館で リウッドから送り返されてくるラッシュフィルムが上映 （
M


















pel 4（ ） 。一九六〇年二月二日から
三月二二日までテクニカル・ア バイザーとして映画製作に協力し、海兵隊が関わる全てのシーンの撮影に参加 たフーズは、 「このような実戦に近い戦闘の練習はこんな時にしかできない」と述べた（Jam
pel 49 ） 。フーズが撮影終了直後に海兵隊の司令官あてに提出した報告書でも、 「 ［海兵隊に関す
るシーンの］すべてが本物らしく 撮影はうまくいった」 、 「 ［サイパン］侵攻やそのほかの戦闘シーンは隊員にとって素晴らしい訓練となった」とし、映画撮影が思わぬ二次的な成果をもたらしたことが報告されている （
F

















　『戦場よ永遠に』は、日本側の資本が投入された「合作映画」ではないが、歌舞伎座プロダクションが「技術応援」というかたちで沖縄でのロケに協力し 日本では「日米合作映画」として公開された。歌舞伎座プロは松竹の大谷竹次郎会長が一九五六年に設立したプロダクション 二本立 興業
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されている（新藤九─一 ） 。一九五七年の新芸術プロ製作、東宝配給作品の『おしどり喧嘩笠』の製作進行を務めたりしたのち、歌舞伎座プロに移籍 た。歌舞伎座プロが『戦場よ永遠に』の製作に関わることになったいきさつは今のところ定かではないが 本作は松竹系の劇場で興行され である（ 『映画年鑑』八一） 。　
同様に、沖縄側からは國場組が沖縄ロケに協力し、 『戦場よ永遠に』は國場組系列の劇場（国映
館、グランドオリオン）で一九六〇年一二月二九日に封切られた。國場組は一九三一年創業の土木建築会社で、戦時中に日本軍の工事を請け負うなどして沖縄随一の建設業者に成長した （平良・當間一五三） 、沖縄の戦場化と敗戦により戦後は一から 再出発となっ （ 「國場組社史」三五） 。一九四九年の米軍政府特別布告で自由企業制度が敷かれたこと より本格的に 務を再開 、まもなく、地元業者ではじめて米軍 国際入札に参加し、沖縄全島 米軍関係港湾荷役を請け負った（ 「沿
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革」 ） 。そして朝鮮戦争時の米軍基地建設ラッシュで基地建設を一手に担ったことで再建が果たされた（ 「國場組社史」三五） 。米軍工事を主体に民間工事、 公共事業も行った國場組は、 琉球政府、 琉球大学、映画館などの建設も請け負ったが、次第に経営を多角化し、一九五四年には映画興行も手掛けるようになる（ 「國場組社史」四三、 五三） 。当時沖縄では三大映画興行会社（ （株）沖縄映画興行、 （株）琉球映画貿易、 （株）オリオン興行）がしのぎを削っており、遅れての参入だったが、翌年一九五五年には洋画封切り専門の國映館が完成、その翌年の一九五六年に （資）國映館を設立、一九五九年には洋画専門の配給・上映を行っていたオリオン興行を買収し、 （資）若松國映の合併を経て 六〇年一二月一四日に（株）國 興 が誕生した（ 「國場組社史」五四─五五） 。　
國場組が映画興行界に進出し、沖縄の映画界で勢力を拡大する一方、従来型の基地建設事業も重要
な局面にあった。東西冷戦の激化という国際情勢の中、アメリカは沖縄に於いて米軍基地機能の強化を図り、一九五八年には八〇〇万平方メートル（東京ドーム一七一個分）におよぶかつてない大規模な恒久的海兵隊基地建設を決定した（ 「國場組社史」六三） 。その 所に選ばれたのが沖縄本島東海岸の金武村（現金武町）を中心とする一帯で、米軍にとって沖縄における最大級の重要な工事であっただけでなく、國場組にとっても社運を賭けた大仕事であ た。一九五九年 五月一 日に厳しい国際入札を見事勝ち取り、キャンプ・ハンセンの工事 受注し、交
ネゴシエーション
渉を経て同年六月一一日に
一〇九六万三九七七ドルで契約を交わした（ 「國場組社史」六四─六七） 。工期は七八〇日であった 、
17（
追加工事のため完成は約三年三か月後の一九六二年一〇月であった（ 「國場組社史」六八） 。米軍との仕事に慣れてい はずの國場組だが、本工事はかつてなく大規模で困難なもので、当時の資本金の三倍を上回る大欠損を出し、創業以来の大打撃を受け経営危機に陥った（ 「國場組社史」六八） 。　
本作のセットが作られロケが行われたのがこのキャンプ・ハンセンであった。つまり、ロケは、常








































防潮林があるため、責任者より琉球政府行政主席に使用申請を提出する必要があることが判明し、浦崎は宜野座村長と て副申をした（浦崎康祐） 。翌二六日にロイ仲田が主席からの防潮林使用許可の件で再び来村した（浦崎康祐） 。このように、宜野座 でのロケにあたり、村長は使用許可を出し、米軍の撮影協力責任者に会いに行き、副申書を作成するなど、本 かなり協力的であった。　
沖縄戦当時、宜野座村は戦場にはならなかったが、米軍占領後は民間の収容所が作られ、全島から
















け付けたり、近くに下宿したりと高くついた人もいた。 （ 「 〝戦場よ〟 」二） 。製作側は、アメリカ軍の戦いぶりを引き立てるため、アメリカ軍だ でなく日本軍も勇敢に戦っている姿を表現したかったらしく、その感じを出すよう とエキストラに指示を出した。エキストラに軍隊経験者が多くい ことが、日本兵描写の信ぴょう性を高 ることに貢献したようである。元日本軍人の意見をきいて、あらかじめ作ってお たシナリオを訂正することもあった（ 「 〝戦場よ〟 」二） 。また、軍隊経験者は若いエキストラに脚絆の巻き方を教えるなど 現場で指揮を執っ （ 「 〝戦場よ〟 」二） 。元軍人のエキストラたちは、軍人として敗戦 経験したにもかかわらず、一五年後に再び軍服を着ると郷愁にかられ、積極的に撮影に協力することができ ようである。　
日本兵のエキストラには、地元の高校生もいた。ロケ地近くの石川では、エキストラ希望者は早朝
に専用バスでキャンプ・ハンセンに行き、日本語の達者な映画スタッフから説明を受け、撮影に参加した（浦崎永啓） 。初めのころの出演料は五ドルだったが、あ から減らされたとい 。ロケが行われた二、 三月は、ちょうど高校（３年生）の就職休み ため、仲間同士でロケに参加し楽しい思
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の山から大量に植物が切り出されたという（ 「米映画社」六） 。それについては被害ということではなかったかもしれないが、各方面から 協力のもと、一見スムーズにいった戦闘シーンの撮影において、その「戦闘」での火炎放射などで自然が破壊され、地元自治体や個人に多くの被害が生じた。　
まだ沖縄ロケの最中だった一九六〇年三月二日に、ロイ仲田弁護士が宜野座村惣慶区を訪れ、被




プ・ハンセンに赴き、國場組の與座に損害賠償請求をした（浦崎康祐） 。同日訪れた金武村では、並里区東方海岸線では三万三千平方メートルの原野や畑が焼き払われたため（ 「跡を」六） 、 は七千ドル要求した、賠償金は会社が供託してあるがアメリカの会社から支払通知が来ない、金武はロイ仲田より契約書を取った、というような情報を得たようである（浦崎康祐） 。　
それから約一か月半後、金武並里地区長の以下のコメントが地元紙で取り上げられた。　〔金武〕村出身のロイ中田弁護士が中に立って賠償問題は解決すると引き受けてくれたので、わたしたちも安心して土地を使用させたが、こう長引くとは思わなかった。中田さんの苦労もわかるが映画会社は自分たちがしたことなのだから賠償はもっ 敏速に行ってもよさそうだ。いささか無責任な感もする。はやく何とかしてほしい。 （ 「跡を」六）
　
その数日後の七月二七日に宜野座村長は再びロケによる損害賠償請求 件で川崎マリン隊川田、国
























pel （0 ） 。ミッチェルの戦闘シーンのメ
イキ グ映像を含めて、実際にこの映画の戦闘シーンが訓練映像と て使われたかどうかは定かではないが、ベテランの海兵隊中佐がそのように見なしたということは、訓練で ったかどうかはさておき、二次利用が期待できるクオリティーだったということだろ 。自らが出演し 映画は必ず観るずで、隊員が作品を改めて鑑賞することで、何らかの形で隊員の教育に役立ったであろうことが推測できる。　
また、フーズは、戦闘シーンが隊員のリクルートにも役立つとコメントしており（
Jam









































































hy" 11 ） 。
さらに、記者とのハリウッドのブラックリストに関するやり取りの中で、アメリカの映画会社は共産主義者を雇わない 宣言したことを認めた 誰があるいは何が共産主義なのかについては、それぞれの会社が自由に定義できると返した（
"W
hy" 11 ） 。この記者会見で記者たちは、 『戦場よ永遠に』が

































カ代表として海外（メキシコ）で上映されることになった。当時中南米は西側陣営だった 、共産主義圏の映画が流通しており、共産陣営は 画を使った宣伝活動で影響力拡大を狙っていた。アメリカ合衆国広報文化交 局（ＵＳＩＳ）はメキシコの地方の小さ 町や村で行われていた共産主義プロパガンダ映画上映への対抗措置として 『戦場よ永遠に』の無料上映を行うことにした。映画には映画で対抗したわけだが、業界紙『ヴァラエティ』は、アメリカ プロパガンダはロシアのように明け透けではないと報じた（
"U






























 軍閥』 （堀川弘通監督、 一九七〇年） 、 『大日本帝国』 （舛田利雄監督、 一九八二年） 、


















































































































































































出演作に『露営の歌』 （一九三八年） 、 『新生の歌』 （一九四一年） 『風雪の春』 （一九四三年）などがある。
（















戦死者の役をすると画面 顔が写るので翌日から出演 きなくなった（ 「 〝戦場よ〟 」二） 。惣慶下袋原では、ロケ中に共同墓地のあたりで骨が見えたという証言もある。 （四五年に埋葬され 遺体の骨は七〇年代に遺族が回収するまでそのままだった。 ）
（
19） 

























itchell 4（4 ） 。彼らのほとんどが日本で行われたロケでアメリカの撮影監督と仕
事をしたことがあった（
M
itchell 4（4 ） 。
（
（（） 
元宜野座村長の新里善助の日記によると、 二月二七日に宜野座で行われたロケには数千人の見物人が訪れた。それを受けてか、國場組映画部はアメリカ映画初の沖縄ロケと公開を記念して、封切り前にロケスナップコンクール 行った（ 「沖縄」二） 。また、当時二十歳で、二等兵の役で出演した新垣朝喜氏は、 「海兵隊が攻め込んできて、日本軍が上から攻撃するシーンを覚えている。軍人役用に空砲の鉄砲が与えられたが、銃口の三〇セ チくらい先で火花が散り、大きい音がなり、その迫力にびっくりした。一九五九年の宮森小学校米軍機墜落事故があった後 、 よく撮影することができたな 思った」と二〇一五年に回想 いる。ま 、ばんざいシークエンス（撮影期間約一週間、キャンプ・ハンセンから三マイルの場所で撮影）には、八百人以上（うち二五人は牛島中将の部下を含む元日本軍の将校や下士官）が参加し が、その中には日本軍の軍服を着た海兵隊員が混じっていて、指揮 執っていた（
M






























































































　『戦場よ永遠に』 の沖縄ロケ」 『琉球新報』 二〇一〇年一二月二三日、 二一頁。
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